


１ 使用目的・本キットの特徴

・被験物質の過酸化水素消去能の評価・スクリーニング
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使用目的

本キットの特徴 ・化学発光による測定のため検体の色や蛍光の影響を受けにくい

２ 背景と測定原理

本製品は試験・研究用試薬です。ヒト、動物への治療・臨床診断には使用しないで下さい。

所要時間 ・約30分間

測定対象 ・化合物、血清、血漿、細胞抽出物、動植物組織抽出物など

Assay buffer

50 X H2O2

H2O2 buffer

Detection

Detection buffer

2.5mM Gallic acid (Standard)

96 well microplate (White plate)

３ 製品内容（96 tests）

30 mL

700 μL

7.5 mL

300 μL

20 mL

100 μL

1 plate

活性酸素（Reactive Oxygen Species: ROS）は
狭義的に「一重項酸素」「スーパーオキシド」
「過酸化水素」「ヒドロキシラジカル 」の４種
類からなる酸化力の強い酸素分子種で生体内にお
いて能動的および受動的に産生される（図１）。
その特性から免疫系において細菌やウイルス等の
外敵を破壊するために能動的に産生される。また、
シグナル因子としても機能することが知られてい
る。一方、紫外線暴露や酸素呼吸の場であるミト
コンドリアでは副産物として活性酸素が発生する。
しかし、能動的・受動的問わず過剰な活性酸素は
生命体自身に損傷を与え癌や生活習慣病、老化の
原因となることから抗酸化物質により速やかに消
去されバランスを保つ必要がある。

過酸化水素はSOD（スーパーオキシドジスムターゼ）によるスーパーオキシドの不均化反応により生体内で主
に生成される。活性酸素のなかでも過酸化水素の反応性は高くないが寿命が⾧く、細胞内では一定量存在する。
しかし、金属イオンが存在すると極めて反応性が高いヒドロキシラジカル（Fenton反応）を生じさせてしまい
細胞障害を引き起こす恐れがある。生体内ではCAT（カタラーゼ）やGPX（グルタチオンペルオキシダーゼ）
により速やかに消去される。

図１ 生体における活性酸素発生過程

本キットは検体の過酸化水素消去能を検証することができる。添加した過酸化水素を検体により消去し、残存
した過酸化水素を化学発光プローブにより検出することで抗過酸化水素能を検証することができる。
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各ウェルに 50μLのH2O2 solution (調製は7-2に記載)を添加し、
プレートを軽く攪拌する。

インキュベーター（25℃-30℃）に10分間反応

各ウェルに 100μLの Detection solution (調製は7-3に記載)を添加し、
プレートを軽く攪拌する。

Detection solution添加後すぐにプレートリーダーにて相対発光値（RLUs:
Relative Light Units ）を測定する※。

Step2. H2O2 solutionの添加

Step3. Detection solutionの添加

Step4. 相対発光値の測定

消去率(%) =  100  -
RLUs(Control)

RLUs(Standard or Sample)
X 100

9 消去能の評価

各RLUsから以下の式から消去率を算出する。

9-1. 消去率の算出

付属のマイクロプレートの各ウェルに 50μLのControl(Sampleを溶解した溶
媒)、Standard (調製は7-1に記載)、Sample (調製は6に記載)を添加する。

Step1. Sampleの添加

サンプルは事前にスタンダードの範囲内の測定値となるように希釈検討を
行うことを推奨する。

※ウェルあたりの測定時間：100ms以内
ウェル間の測定時間誤差をなくすために100ms間での測定を推奨
ご使用する機器のよって検出感度が異なりますので事前にゲイン調整等の検出感度
の検討を行ってください。

抗酸化能の評価としてサンプルの過酸化水素消去率やIC50値（50%阻害（消去）濃度）を算出する方法、
抗酸化標準物質である没食子酸（Gallic acid）を用いた没食子酸等価活性値（Gallic acid equivalent
antioxidant capacity: GAEAC ）を算出する方法がある。

サンプルの評価濃度は添加した溶液濃度の１／２濃度となる。








